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＜政治の主役は私たち＞

	今の生活で不便や不満に思っていること、こんな場所があったら・・・。

今よりもっと住みやすく、今よりもっと安心して、今よりもっと楽しく、

毎日を送るために、どうしたらいいんだろう。


私たちの生活は、道路、福祉、教育、医療など、すべて政治と深く関わっています。

また、私たちは、誰もが安心して、楽しく生活をしたいと考えています。その思いを実現するためには、みんなで話し合うことが必要です。でも、いろいろな考え方を持った人たちが全員で集まって、話し合うことは大変難しいことです。

そこで、現在は、私たちが選挙で選んだ代表によって政治が進められています。

　良い代表が選ばれるかどうかは、私たち国民の意思によって決まります。

　そのため、私たちは、常日頃から政治に関心を持ち、政治のあり方を最終的に決める力（主権）をもった国民であるという自覚をもって、選挙に積極的に参加し、代表としてふさわしい人を選ばなければなりません。

　また、代表を選んだあとも、政治が私たちの期待どおりに行われているかどうか、私たちの意見が十分に反映されているかどうかを絶えず監視し続けることが必要です。

　なお、国民が持つ主権の一つに、政治に参加するために国民に保障された権利（参政権）があります。

　具体的には、
・選挙権と被選挙権

　　　　　　・国民投票

・住民投票

・直接請求権

　　　　　　・最高裁判所裁判官の国民審査  　があります。

　　※　ある地方公共団体にだけ適用される特別法をつくるには、住民投票でその地域の住民の過半数の同意が必要です。

　　※　私たちの生活に直接かかわりのある地方自治では、住民の意思がより反映されるよう、条例の制定や改廃、議会の解散などについて直接請求権が認められています。
※　政治に参加する方法は色々ありますが、中でも重要なのが選挙に参加すること
です。
＜選挙の基本原則＞

	選挙は私たちの意思を政治に反映させるための大切な制度。

私たちに代わって、私たちのために政治を行う「代表」を選ぶために、

どんな原則があるんだろう。


現在の制度のもとでの選挙の原則は、日本国憲法と公職選挙法で、次のことが明記されています。

○普通選挙･･････納税額や性別などにより選挙権に差別を設けることなく、一定の年齢（満18歳）に達すると、すべての国民に選挙権が与えられる。　
○平等選挙･･････性別や社会的身分などで差別されることなく、平等に一人一票の選挙権がある。

○秘密投票･･････誰がどの候補者・政党に投票したかわからないように、投票の秘密が守られる。

○直接選挙･･････有権者が代表者を直接選ぶ。

　このほか、誰にも干渉されず、自分の判断で自由に投票することができる「自由選挙の原則」というものもあります。
　豆知識：選挙権の歴史
	　日本で選挙制度が導入された明治22年当時は、直接国税を15円以上納めている25歳以上の男性（全人口の約1.1％）にしか選挙権が与えられていませんでした。
　その後、明治33年に、直接国税を10円以上納めている25歳以上の男性（全人口の約2.2％）に、大正８年に、直接国税を３円以上納めている25歳以上の男性（全人口の約5.4％）にまで対象が拡大され、大正14年になり、25歳以上の男性（全人口の約20.1%）であれば選挙権が与えられる男子普通選挙が導入されました。
完全普通選挙として、満20歳以上の男女（全人口の約51.2%）に選挙権が認められたのは昭和20年からです。

また、平成27年からは、満18歳以上の男女（全人口の約84.5%）に選挙権年齢が引き下げられました。


＜選 挙 制 度＞
※令和５（２０２３）年１２月３１日現在の制度です。

	日本の選挙制度はどのようになっているんだろう。


選挙制度は、選挙の種類によって内容が異なっています。

特に、国会議員である衆議院議員と参議院議員は、２種類の選挙制度を組み合わせて議員を選んでいます。

○衆議院議員選挙

任期は４年で、解散があります。全国２８９の選挙区から１人ずつ議員を選出する小選挙区選挙と、全国１１ブロックの選挙区からブロックごとに議員を選出する比例代表選挙によって行われます。なお、小選挙区選挙では個人に投票するのに対し、比例代表選挙では政党等に投票し、政党等の得票数に応じて、あらかじめ政党等の名簿に載った候補者が名簿順に当選します。小選挙区選挙では全国から２８９人（大阪府からは１９人）、比例代表選挙では全国から１７６人（近畿ブロックからは２８人）を選出します。

○参議院議員選挙

任期は６年で、３年ごとに半数ずつ改選します。都道府県などを単位とする選挙区から議員を選出する選挙区選挙と、全国を単位とする選挙区から議員を選出する比例代表選挙によって行われます。なお、選挙区選挙では個人に投票するのに対し、比例代表選挙では政党等又は政党等の名簿に載った候補者に投票し、政党等の得票数（政党等の比例代表候補者の得票を含む。）に応じて、各政党等内の個人投票の多い順に当選します。なお、優先的に当選人となるべき候補者があるときはその候補者から当選人が決まり、残りの当選人はその他の政党等の比例代表候補者からその得票数の多い順に決まります。選挙区選挙では全国から１４８人（大阪府からは８人）、比例代表選挙では全国から１００人を選出します。

○府知事選挙

任期は４年です。候補者一人を選び投票し最も多く得票した人が当選します。

府知事選挙では、府内で１人を選出します。

○府議会議員選挙

任期は４年で解散があります。府議会議員選挙では候補者一人を選び投票します。府内５３の選挙区から選挙区ごとに合計７９人の議員を選出します。
○市町村長選挙

任期は４年です。候補者一人を選び投票し最も多く得票した人が当選します。

市町村長選挙では、各自治体単位で１人を選出します。
○市町村議会議員選挙

任期は４年で解散があります。候補者一人を選び投票し、得票数の多い順に当選者を選びます。ただし大阪市と堺市は行政区を選挙区として、選挙区ごとに議員を選出します。
衆議院議員選挙の選挙区は、大阪府には、１９あります。

衆議院議員選挙の選挙区（小選挙区・大阪府）

　　　第１区 ……大阪市（中央区・西区・港区・天王寺区・浪速区・東成区）

　　　第２区 ……大阪市（生野区・阿倍野区・東住吉区・平野区）

　　　第３区 ……大阪市（大正区・住之江区・住吉区・西成区）

　　　第４区 ……大阪市（北区・都島区・福島区・城東区）

　　　第５区 ……大阪市（此花区・西淀川区・淀川区・東淀川区）

　　　第６区 ……大阪市（旭区・鶴見区）・守口市・門真市

　　　第７区 ……吹田市・摂津市

　　　第８区 ……豊中市・池田市
　　　第９区 ……茨木市・箕面市・豊能郡

　　　第１０区……高槻市・三島郡

　　　第１１区……枚方市・交野市

　　　第１２区……寝屋川市・大東市・四條畷市

　　　第１３区……東大阪市

　　　第１４区……八尾市・柏原市・羽曳野市・藤井寺市

第１５区……堺市（美原区）・富田林市・河内長野市・松原市・大阪狭山市・南河内郡

第１６区……堺市（堺区・東区・北区）

　　　第１７区……堺市（中区・西区・南区）

　　　第１８区……岸和田市・泉大津市・和泉市・高石市・泉北郡

　　　第１９区……貝塚市・泉佐野市・泉南市・阪南市・泉南郡
	一票の較差という言葉を聞いたことがありますか。

例えば、国会議員の選挙で有権者50万人のＡ選挙区と、有権者10万人のＢ選挙区で、それぞれ定数が一人の場合、一人の国会議員を選出するための一票の重みはＢ選挙区の方がＡ選挙区より５倍重くなります。
このような一票の較差については、投票の価値が平等ではないとして裁判も起きています。
このことから、ここで紹介している選挙制度は、今後、変わる可能性があります。


　豆知識：一票の較差って知ってますか？
＜選挙の流れ＞
	選挙って、いったいどんなふうに行われるんだろう？


１　投票日を決めます。
選挙を行うことが決まったら、最初に投票日を決めます。国会議員を選ぶ選挙につ
いては、内閣が決めます。知事、市町村長などを選ぶ地方選挙については、都道府県、または市町村の選挙管理委員会が決めます。
２　公示・告示と立候補
選挙があることを、みんなに知らせることを、選挙の公示または告示といいます。
立候補したい人は、公示日または告示日に、その選挙を管理する選挙管理委員会に立候補のための書類を届け出ます。
３　選挙運動

立候補のための届出が終わると、候補者は選挙運動をすることができます。

４　投票

　　決められた投票所に行って、投票します。投票は一人一票で誰の氏名を書いたかわからないなどの投票は、無効となる場合があります。

５　開票

　　投票された投票用紙は、市町村ごとに開票所に集められます。その後、集められた投票用紙の点検が行われ、候補者（選挙によっては政党等）ごとの得票数が計算されます。

６　当選

　　各候補者（または政党等別）の得票数が出たら、得票数の多い順に当選人が決定されます。
＜選　挙　運　動＞

	選挙運動にはルールはあるのかな。


選挙運動ができる期間は、立候補の届出日から投票日の前日までです。
①法律で認められているもの以外のポスター・ビラ・看板などを掲示したり、配布したりすること　②選挙運動を妨害したり、候補者や選挙人をおどしたりすること　③有権者などに食べ物をふるまったり贈ったりすること　④満18歳未満の者が選挙運動をすること、などは禁止されています。

〔選挙クイズ①〕～えっ、立候補はタダじゃないの？～

当選を争う意思のない人が無責任に立候補することを防ぐために、立候補する時は供託物としてお金などを預けないといけない制度があります。このお金などは、得票数が規定の数に達しなかった場合などは没収されてしまいます。

さて、大阪府知事選挙に立候補する場合の供託の額はいくらでしょう？

１　５０万円　　　２　２４０万円　　　３　３００万円
☆選挙クイズ①の答え　３
１は町村長、大阪市などの指定都市の議会の議員の選挙、２は指定都市の市長でした。大阪府知事選挙の場合は、得票数が有効投票総数の１０分の１以上なければ、供託物は没収されます。
＜投　　票＞

	投票所ではどんなふうに投票が行われているんだろう。


　　投票所では、次のような順序で投票が行われています。

　　

１　投票所入場券を持って投票所へ行きます。

２　投票所入場券を出して、受付で選挙人名簿に登録されている本人かどうかの確認を受けます。

３　投票用紙をもらいます。

４　決められた場所で候補者一人の名前を投票用紙に書き込みます。（選挙によっては、政党等の名称を書くこともあります。）
５　投票箱へ投票用紙を入れます。
豆知識：選挙人名簿について
	○選挙人名簿とは、選挙権のある人をあらかじめ登録しておき、投票のときに本人かどうかを確認するためのものです。二重投票などの不正を防ぐための制度です。
○選挙人名簿に登録されるためには、満18歳以上の日本国民で、引き続き３か月以上同じ市町村の住民基本台帳に記録されていなければなりません。


豆知識：次のような投票方法もあります！
	○点字投票・・・・視覚に障がいのある人は、点字で投票できます。

○代理投票・・・・病気やけがなどで字が書けない人については、代わりの人が投票を記載する代理投票の制度があります。


〔選挙クイズ②〕～早起きは三文の得？～

投票時間は午前７時から午後８時までですが、投票所に朝一番乗りした人にはしてもらうことがあります。

さて、何でしょう？

１　入場のときにテープカットをする　　２　投票箱の中を見る

３　投票用紙を数える

☆選挙クイズ②の答え　２
選挙を公正に行うために、最初に投票する選挙人に投票箱の中に何も入っていないことの確認をしてもらいます。

＜投票しやすくする仕組みあれこれ＞

	投票日、どうしても仕事を休めない。家族旅行の計画がある・・・。

こんなときには、やっぱり投票できないのだろうか。


投票日までに市町村の選挙管理委員会が指定する場所で投票を済ませておく期日前投票という制度があります。
期日前投票は、仕事や冠婚葬祭、レジャーや買物、病気やけが、他の市町村への引越しなどの理由で投票日当日に投票できない場合に、投票日前であっても投票することができる制度です。                                                                   

期日前投票のできる期間は、選挙の公示（告示）日の翌日から投票日の前日まで（土・日・祝日を含む）です。

期日前投票のできる場所は、市（区）役所・町村役場内などに設置される期日前投票所です。

豆知識：不在者投票と在外投票
	１　不在者投票
これは、

①　長期出張などでお住まいの市町村の選挙管理委員会で投票できない場合に、出張先などの他の市町村の選挙管理委員会で

②　選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームに入院・入所している場合に、その病院・老人ホーム内で投票を行う制度です。

　不在者投票は、候補者氏名などを記載した投票用紙を封筒に入れて提出します。

また、重度の身体障がいなどにより歩くことが困難な人で、選挙管理委員会から証明を受けた人は、自宅などで候補者氏名などを投票用紙に記載して、それを選挙管理委員会に郵便等で送付することにより不在者投票をすることができます｡さらに、この郵便等による不在者投票ができる方で、自分で投票の記載をすることができない方には、あらかじめ選挙管理委員会に届け出た人が投票に関する記載をする代理記載制度があります。

２　在外投票

これは、仕事や留学などで外国に住んでいる有権者が、事前に手続きしておくことにより、外国にいながら投票できる制度です。投票できるのは、衆議院議員選挙と参議院議員選挙です。




＜開票・当選＞
	投票時間が終わったら、どうやって当選が決まるのだろう。


不在者投票された投票用紙は、投票当日、いったん各投票所に運び、点検のうえ、投票箱に入れます。

投票当日、投票時間が終わったら、投票所の投票箱を開票所に運びます。

また、各市町村の選挙管理委員会で投票された期日前投票の投票用紙は、投票当日、これら期日前投票された投票用紙を入れた期日前投票用投票箱とともに、直接開票所に運ばれます。

開票所ですべての投票箱を一度に開き、混同した上で、有効、無効の票に分け、票を数えます。

投票用紙には、候補者の氏名（選挙によっては政党等の名称）をはっきりと書かなくてはいけません。しかし、このことが守られず、無効となってしまう票があります。

無効の例を挙げますと

　　①投票用紙ではなくメモ用紙に候補者の氏名を書いた場合　②２人以上の候補者　　の氏名を書いた場合　③候補者の氏名のほかに他の文言を書いた場合などがあります。

その他、立候補していない人の氏名を書いた場合や白紙の投票なども無効となります。せっかくの投票を無駄にしないために投票用紙には、候補者の氏名（選挙によっては政党等の名称）をはっきりと正確に書きましょう。
当選人は、比例代表以外の選挙では、得票数の多い順に決まります。

比例代表の選挙では、ドント式とよばれる方法で当選人が決まりますが、衆議院と参議院では、方法が少し違います。

○衆議院の比例代表

選挙区（ブロック）ごとに各政党等の得票数に比例して、その当選人の数が決まり
ます。

それぞれの政党等の得票数を１，２，３，４，５…と割っていきます。

割った答のうち、大きなものから順番に政党等の当選する人数が決まります。

政党等の当選する人数のなかで、あらかじめ提出した政党等の名簿の順番に当選人が決まります。
○参議院の比例代表

政党等の得票数（政党等の比例代表候補者の得票数を含む。）に比例して、各政党等の当選人の数が決まります。

衆議院の比例代表と同じ方法で、得票数によりそれぞれの政党等の当選する人数を決めます。

ただし、参議院の比例代表では、政党等の当選する人数のなかで、個人の得票数の多い候補者順に当選が決まります。
なお、政党等の比例代表候補者の一部の者について、優先的に当選人となるべき候補者があるときはその候補者から当選人が決まり、残りの当選人はその他の比例代表候補者からその得票数の多い順に決まります。

〔選挙クイズ③〕～残念！当選人が決まらない？～

選挙をした結果、得票数が同数でした。この場合どうやって当選人を決めるのでしょうか？

１　くじにより決めます　２　決選投票を行います　３　もう一度選挙を行います

☆選挙クイズ③の答え　１
＜寄 附 禁 止＞
	寄附はどのようなことが禁止されているのだろう。


政治家は有権者に寄附を 「贈らない」
有権者は政治家に寄附を 「求めない」

政治家から有権者への寄附は 「受け取らない」

 お金のかからない、正しい選挙を実現するため、「三ない運動」をみんなですすめましょう。

＜選挙は今＞

	選挙は私たちの意思を政治に反映させるチャンス。

このチャンスが生かされているか、選挙の現状をみてみよう。


○参議院議員通常選挙の投票率〔選挙区〕

	実施年
	昭和22年
	昭和25年
	昭和28年
	昭和31年
	昭和34年
	昭和37年
	昭和40年
	昭和43年

	大阪府

投票率（％）
	59.36
	71.58
	51.27
	52.46
	48.11
	61.33
	64.56
	62.58

	全国

投票率（％）
	61.12
	72.19
	63.18
	62.11
	58.75
	68.22
	67.02
	68.94

	

	昭和46年
	昭和49年
	昭和52年
	昭和55年
	昭和58年
	昭和61年
	平成元年
	平成4年
	平成7年

	54.01
	65.69
	62.56
	67.38
	56.99
	66.46
	62.47
	49.96
	38.26

	59.24
	73.20
	68.49
	74.54
	57.00
	71.36
	65.02
	50.72
	44.52


	平成10年
	平成13年
	平成16年
	平成19年
	平成22年
	平成25年
	平成28年
	令和元年
	令和４年

	59.53
	53.33
	53.18
	55.81
	56.35
	52.72
	52.23
	48.63
	52.45

	58.84
	56.44
	56.57
	58.64
	57.92
	52.61
	54.70
	48.80
	52.05


○令和４(2022)年７月10日執行第26回参議院議員通常選挙における年齢別投票率（抽出調査）〔全国平均〕

	年　齢

(歳)
	18
～19
	20

～24
	25

～29
	30

～34
	35

～39
	40

～44
	45

～49
	50

～54
	55

～59
	60

～64
	65

～69

	投票率

計（％）
	35.42
	30.75
	37.26
	43.77
	45.68
	48.75
	52.49
	55.03
	59.93
	64.03
	67.25


	70

～74
	75

～79
	80

～

	66.48
	64.20
	42.91


○選挙に行かなかった理由（公益財団法人明るい選挙推進協会「第２６回参議院議員通常選挙全国意識調査」令和５(2023)年３月より（複数回答））
	選挙に行かなかった理由
	選挙にあまり関心がなかったから
	適当な候補者も政党もなかったから
	政党の政策や候補者の人物像など、違いがよくわからなかったから
	仕事があったから
	選挙によって政治はよくならないと思ったから
	体調がすぐれなかったから

	割合（％）
	35.0%
	28.0%
	25.0%
	19.1%
	17.4%
	16.1%


	私一人が投票してもしなくても同じだから
	支持する政党の候補者がいなかったから
	わからない
	重要な用事（仕事を除く）があったから
	政治のことがわからない者は投票しない方がいいと思ったから
	マスコミの当落事前予測調査を見て、投票に行く気がなくなったから

	13.0%
	12.0%
	10.2%
	9.8%
	6.3%
	4.8%


	投票所が遠かったから
	その他
	天候が悪かったから（暑すぎた、雨だったなど）

	2.8%
	2.2%
	1.5%


〔選挙クイズ最終回〕～最終回は超難問！？～

今、投票率は全国的に低下の傾向にあり、みなさんの住んでいる大阪府も例外ではありません。

特に若い人たちの投票率は、他の年代と比べてより一層低い傾向にあります。

さて、選挙権年齢が満18歳以上に引き下げられ、投票することができる若者が新たに増えますが、なぜ若者の投票率が低いのでしょうか？どのようにしたら若者の投票率があがるのでしょうか？

☆選挙クイズ最終回の答え
選挙クイズ最終回は、みなさんに考えてみてもらいたい問題です。自分の意見をまとめたうえで、クラスやグループで話し合ってみましょう。
豆知識：選挙管理委員会のひみつ

	もし、投票用紙が簡単にコピーされたらどうなると思う？
不正に使用されるのを防止するために、投票用紙の様式や色を選挙ごとに変えています。
国民の意思が正しく政治に反映されるためには、選挙が明るく正しく行われることが不可欠です。そこで、公正な選挙を行うために、「選挙管理委員会」が設置されています。選挙をする時は、この「選挙管理委員会」が重要事項などを審議・決定して、選挙が正しく行われるようにします。


＜選挙に関する情報＞

	次に選挙が行われるのはいつだろう。


○国会議員の任期満了日等（令和５（2023）年12月31日現在）

	衆議院議員
	議員定数(うち 大阪府)

	任期満了日
	令和 7年10月30日
	小選挙区　289(19)
比例区 176(近畿　28）

	参議院議員
	議員定数(うち 大阪府)

	任期満了日
	令和 7年 7月28日
	選挙区　148(8)
比例区　100 (全国100)
※3年ごとに2分の1ずつ改選

	任期満了日
	令和 10年 7月25日
	


○大阪府議会議員・大阪府知事の任期満了日

	大阪府議会議員
	大阪府知事

	令和 9年 4月29日
	令和 9年 4月 8日


　みんなが住んでいる市町村の長や議員の任期はいつまでだろう？

任期が終わる日は、大阪府選挙管理委員会のホームページ［ＵＲＬ：https://www.pref.osaka.lg.jp/senkan/yotei/index.html］で調べることができます。

＜満18歳未満の者の選挙運動の禁止＞

	インターネットでの選挙運動が解禁されたけど満18歳未満の者は選挙運動ができません。


　例えば、自分で選挙運動メッセージを掲示版・ブログなどに書き込むことや、他人の選挙運動の様子を動画共有サイトなどに投稿すること、他人の選挙運動メッセージをＳＮＳなどで広めること（リツイート、シェアなど）、送られてきた選挙運動用電子メールを他人に転送することなどは選挙運動となるため、満18歳未満の者がこれらの行為をすることは禁止されています。（送られてきた選挙運動用電子メールを他人に転送することは満18歳以上の者もできません。）
この冊子に関するお問い合わせ先

大阪府選挙管理委員会　電話06-6944-9118
